


吉平酒店よもやま話 
 今月の 4 月 18 日に「シャブリ」が入荷します。そこで今月は聞いたことあるけどよく分からない、知ら

れていないシャブリについてお話したいと思います。 
 
・そもそもシャブリって何？ 
 シャブリとはフランス・ブルゴーニュ地方・シャブリ地区という場所の

名前で、そこで造られる白ワインの品質が高く産業として認められ地区の

名前がそのままワインの銘柄になっています。また、シャブリは日本で最

初に有名になった白ワインという事もありご存じの方も多いと思います。 
シャブリはシャルドネというブドウ品種から造られる辛口白ワインの有名産地で、一部赤ワインも造られて

いるのですが、「シャブリ」という銘柄の赤ワインは法律で認められていませんので存在しません。 
 
・シャブリの楽しみ方 
 ワインというと何かと一緒に楽しむというのが真っ先に紹介されるとこ

ろかと思いますが、少し目線を変えた楽しみ方を紹介したいと思います。

農作物には 1 つの野菜・果物にも沢山の種類・品種があります。ブドウの

場合も同じで、ブルゴーニュ地方のシャルドネでもシャブリは少しキャラ

クターが違い、コート・ドールの華やかで甘みのあるシャルドネではなく

ニュートラルなシャルドネが感じられるなど地域性という点でワインをみ

てみるといつもと違った楽しみ方をしていただけると思います。 
☆シャブリの特徴としては、こもった鉱物的な香り、澄み切っていながら芯のある果実味、しっかりとした

ミネラルの骨格、キレのある酸が楽しめ、熟成をしてもグリーンがかった外観となる事も多いです。 
 
・4 月 18 日に入荷するシャブリの有名生産者「ヴァンサン・ドーヴィサ」 
 ヴァンサン・ドーヴィサは親戚のラヴノーと共にシャブリの 2 大巨頭と称

され、ビオディナミ(厳格な有機栽培)を実践し、フュイエットという 132 リ

ットル入りの小樽を使うなど伝統的な醸造方法で高品質なワイン造りを行な

っています。出来上がったワインは凝縮した果実味、たっぷりとしたミネラ

ルに支えられた骨格があり、失われつつある伝統的なシャブリのスタイルを

頑なに守り続け「これぞ本物のシャブリ」と愛好家の心を掴んでやみません。 
 
・今回入荷する 2019 ヴィンテージの出来栄えは？ 

 2018 年同様に猛暑に見舞われましたが、2019 年の方が酸

に恵まれており長期熟成に向いています。ただ、春の天候不

順の影響で 2018 年よりも生産量は少なく、今回のヴァンサ

ン・ドーヴィサにいたっては半分まで減っています。 
 

・シャブリ 2019 ¥5,780 
 シャブリのお手本ワインです。下記のラ・フォレに隣接す

る畑のブドウを使用しています。 
 

・シャブリ プルミエクリュ ラ フォレ 2019 ¥8,250 
 しっかりと熟成させたいしっかりとしたシャブリです。 


